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ジャズ史関連事項年表（◎：海外、◯：国内、●：山本邦山のジャズ関連の活動、作品） 山本邦山年譜 山本邦山作品年表

◎世界初のジャズ雑誌『Jazz Hot』創刊（フランス） 1937
（昭和 12）　　　　　　　　　　　 0歳

・滋賀県大津市に生まれる

◎ファッツ・ワラーの元祖ピアノ弾き語りが人気 

◎ベニー・グッドマン、ライオネル・ハンプトン、テディ・ウィルソン、ジーン・クルーパと小バンド結成、
白人と黒人の初カルテット

1938
（昭和 13）

1歳

◎ベニー・グッドマン、クラシックの殿堂カーネギー・ホールで初ジャズ・コンサート 

◎グレン・ミラー楽団を中心にスイング・ジャズ全盛 

◎ビリー・ホリデイ「奇妙な果実」録音 

◎フランク・シナトラ、ハリー・ジェイムス楽団からデビュー

1939
（昭和 14）

2歳 

・尺八や箏をおもちゃ代わりにして遊ぶ

◎ハーレムに“ミントンズ・プレイハウス”誕生、セロニアス・モンク、ケニー・クラークら専属 

◎チャーリー・パーカー、カンサスでジェイ・マクシャン楽団のメンバーとして初レコーディング 

◎チャーリー・パーカー、ディジー・ガレスピー、チャーリー・クリスチャン、オフビート（２、４拍目
強拍）を始める。ビ・バップの兆し 

◎スタン・ケントン、ロイド・レーバンらスイングからクール・ジャズの道へ 

1940 
（昭和 15）

3歳 

◎チャーリー・パーカー、ディジー・ガレスピー、セロニアス・モンク、チャーリー・クリスチャン、バ
ド・パウエル、マックス・ローチ 、ケニー・クラークらが、“ミントンズ・プレイハウス”で
ジャム・セッション 

◎『ミントンハウスのチャーリー・クリスチャン』ライヴ録音 

◎デューク・エリントン、「Ａ列車で行こう」録音

1941
（昭和 16）

4歳 

◎アメリカ音楽家協会のレコーディング・ストライキ発生（８月～翌年秋まで） 1942
（昭和17）　　　　　　　　　　　　5歳

◎レスター・ヤング、『プレス・オン・キイノート』録音 

◎ジョニー・マーサーら、キャピトル・レコード設立
1943
（昭和18）　　　　　　　　　　　　6歳

・祖母山本きく（雅楽邦）に筝を、父山本鵬山に尺八の
手ほどきをうける
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◎チャーリー・パーカー、タイニー・グライムスと初のコンボ結成、サヴォイに録音 

◎マイルス・デイヴィス、ニューヨークに登場、チャーリー・パーカーのもとへ 

◎ディジー・ガレスピー、ファッツ・ナヴァロ、ソニー・スティット、デクスター・ゴードン、アート・
ブレイキーらがビリー・エクスタイン楽団（21人編成）に参加 

◎チャーリー・パーカー、ディジー・ガレスピーのビ・バップ・クインテット結成 

◎グレン・ミラー、ドーヴァー海峡で事故死（40歳）。スイング時代の終焉 

1944
（昭和19）

7歳 
（小学１年）

・正派白菊会演奏会にて箏で演奏デビュー、曲目「六段」
（1950年まで毎年）

◎チャーリー・パーカー、ディジー・ガレスピー、コンピで初レコーディング。本格的ビ・バップ時代
到来 

◎ウディ・ハーマンのファースト・ハード、白人のビ・バップ楽団として活躍、｢カルドニア｣ を録音 

◎マイルス・デイヴィス、チャーリー・パーカーのレコーディングに初参加 

◎ドリス・デイ「センチメンタル・ジャーニー」大ヒット 

◯駐留軍放送ＷＶＴR（後にＦＥＮに改称）放送開始 

1945
（昭和20）

　8歳
（小学２年）

◎ディジー・ガレスピー、「チュニジアの夜」を初録音。第２次ビッグ・バンド結成 

◎ニューヨーク52番街でバップ全盛 

　　

1946
（昭和 21）　　　　　　　　　　　 9歳

（小学３年）

◎チャーリー・パーカー復活。マイルス・デイヴィス、バド・パウエル、マックス・ローチらと「ドナ・リー」
録音 

◎ウディ・ハーマン、セカンド・ハード結成。スタン・ゲッツ、ズート・シムズらと「フォー・ブラザーズ」
録音。クール・ジャズの夜明け 

◎ライオネル・ハンプトン「スターダスト」録音 

◯ジャズ専門誌『スイング・ジャーナル』発刊

1947（昭和 22）10歳（小学４年）

◎約１年間、第２次レコーディング・ストライキ 

◎ウディ・ハーマン楽団、クール・ジャズを示唆する「アーリー・オータム」を録音 

◎ギル・エヴァンス、マイルス・デイヴィスの『クールの誕生』セッションにアレンジ提供 

◎リヴァーサイド・レーベル発足 

◎アメリカ映画『ブルースの誕生』封切 

◯日本にもようやくビ・バップの波が押し寄せる 

◯ビ・パップ・バンド、松本伸とイチバン・オクテット（後に秋吉敏子も参加）や長尾正士のビーバップ・
エースが編成される

1948（昭和 23） 
11歳（小学５年） 

・都山流中西蝶山に師事
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◎プレスティッジ・レーべル発足、リー・コニッツの『プログレッション』が第１号 

◎マイルス・デイヴィス９重奏団『クールの誕生』録音。クール・サウンドの出発点 

◎リー・コニッツを加えたレニー・トリスターノ６重奏団結成 

◎ウェスト・コースト・ジャズ発生 

◎ニューヨーク52番街に“バードランド”オープン 

◎バド・パウエル、『ジ・アメイジング…vol.1』録音をはじめ、“バードランド”出演など活躍 

1949（昭和 24） 
12歳（小学６年）

◎朝鮮戦争勃発によってロサンゼルスが軍需都市として発展、ニューヨークからジャズ・ミュージシャン
がウェスト・コーストヘ大挙移動 

◎ナット・キング・コール「モナ・リサ」、パティ・ペイジ「テネシー・ワルツ」大ヒット
◯ NHKにいくつもジャズ番組が誕生 

◯ジャイブ・エーセス（後のニューハード）結成

1950（昭和 25） 
13歳（中学１年）

・本格的に尺八を始める、学校では、フルートやオー
ボエを自己流で吹く 
・京都の中学校に演奏で訪れていた宮城道雄と「春の
海」を１分間だけ合奏

◎ウェスト・コースト・ジャズの動き本格化 

◯シャープス＆フラッツ、シックス・レモンズなどが誕生 

◯江利チエミ、「テネシー・ワルツ」録音

1951（昭和 26） 
14歳（中学２年）

・中距離（800メートル）走で優勝、駅伝で２位

◎黒人ジャズ、ニューヨークで不況 

◎レスター・ケーニッヒのコンテンポラリー・レーベル発足 

◎チャールズ・ミンガスがマックス・ローチとレコード会社（デビュー・レコード）を創立 

◎MJQ結成 

◎チャーリー・パーカー、『ナウズ・ザ・タイム』録音 

◯沢田駿吾のダブル・ビーツなど、日本モダン・ジャズ史第２期を飾るグループが続 と々誕生 

◯ジン・クルーパー・トリオが来日し、日劇やクラブで演奏し、ビクタースタジオで録音 

1952（昭和 27） 
15歳（中学３年）

・大津管弦楽団（指揮：片岡息長）にフルート奏者と
して在籍、フルートを山田忠男、林りり子に師事

「尺八のための小曲メヌエ
ット」

◎チャーリー・パーカー、ディジー・ガレスピー、シカゴで、『ジャズ・アット・マッセイ・ホール』ラ
イヴ録音、ビ・バップ最後の演奏 

◎MJQ、ラインハルト追悼盤『ジャンゴ』録音 

◎ホレス・シルヴァー「オーパス・デ・ファンク」でピアノにおけるファンキー・スタイル確立 

1953（昭和 28） 
16歳（高校１年）

・京都 東山高校で最初の尺八クラブを創設、４人の先
生に３年間教える 
・托鉢を行う 
 

「湖畔の夜」
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◎マイルス・デイヴィス、チャーリー・パーカー、ソニー・ロリンズとプレスティッジにレコーディング 

◯日本では、ジャズ・コンサート・ブームが起こり、渡辺晋とシックス・ ジョーズ、与田輝雄とシックス・
レモンズ、ジョージ川口とビッグ・フォー（松本英彦、小野満、中村八大）が３大バンドとなる 

◯ノーマン・グランツ率いる J・A・T・Ｐ「ジャズ・アット・ザ・フィルハーモニー」が来日し、オー
プンカーで銀座をパレード
◯ルイ・アームストロング・オールスターズが来日し、ジャズ・ブームに拍車 

◯各地に「ジャズ喫茶」が生まれ、テレビ放送開始で日本のジャズは全盛期へ

◎ニューヨークで黒人モダン・ジャズ胎動 

◎アート・ブレイキー、クリフォード・ブラウンを含むクインテットで『バードランドの夜 vol.１～３』
録音 

◎マイルス・デイヴィス・セクステット、『ウォーキン』録音、イースト・コースト・ジャズの出発点 

◎第１回ニューポート・ジャズ・フェスティヴァル開催 

◎エロール・ガーナー、自作の「ミスティ」を録音 

◎『ヘレン・メリル・ウィズ・クリフォード・ブラウン』録音 

◎映画『グレン・ミラー物語』公開

1954（昭和 29） 
17歳（高校２年）

・准師範試験首席登第、芸名は蝶邦、流祖中尾都山
が邦山の尺八を聴いて涙を流す 

「尺八・筝による小品　
雨」 

◎マイルス・デイヴィス、クインテットを結成（ジョン・コルトレーン、レッド・ガーランド、ポール・
チェンバース、フィリー・ジョー・ジョーンズ）、『ラウンド・アバウト・ミッドナイト』録音 

◎アート・ブレイキーとジャズ・メッセンジャーズ結成、11月『カフェ・ボヘミアのジャズ・メッセンジ
ャーズ vol.１～３』を録音、イースト・コースト・ジャズが盛んに 

◯渡辺晋が美佐夫人と渡辺プロダクションを設立、引退してハナ肇とクレイジー・キャッツ結成 

1955 
（昭和 30） 
 
 
18歳 
（高校３年）

・祖母と上京、中島雅楽之都（正派初代家元）に紹介
される、約１週間、コンサートを見学し勉強 

「尺八三重奏曲」

◎チャールズ・ミンガス、『直立猿人』録音 

◎マイルス・デイヴィス・クインテット、『クッキン』『ワーキン』『リラクシン』『スティーミン』などをマ
ラソン・セッション 

◎ソニー・ロリンズ、『サキソフォン・コロッサス』録音 

◎シェリー・マン、『マイ・フェア・レディ』ジャズ・ヴァージョンを録音、ベストセラー 

◎映画『ベニー・グッドマン物語』公開 

○秋吉敏子、米留学 

◯キング・レコードが 30cmLPによるジャズ・レコード吹込開始（久保田二郎監修）

1956 
（昭和 31） 
19歳 
（大学１年）

・京都外国語大学英文科入学 「尺八三本による小品」 
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◎アート・ペッバー、マイルス・デイヴィス・クインテットのリズム・セクションと『ミーツ・ザ・リズム・
セクション』録音 

◎セロニアス・モンク、『ヒムセルフ』録音 

◎ジョン・コルトレーン『ブルー・トレイン』録音、３管編成ハード・バップ・ジャズ代表作 

◎セロニアス・モンク、ジョン・コルトレーンを加えたカルテットで “ファイヴ・スポット”に長期出演 

◎マイルス・デイヴィス、『死刑台のエレベーター』の音楽担当、フランス映画でモダン・ジャズの使用
目立つ

1957 
（昭和 32） 
20歳 
（大学２年）

・師範試験登第、邦山を襲名 「二つの幻想」

◎キャノンボール・アダレイ、マイルス・デイヴィス、『サムシン・エルス』録音 

◎マイルス・デイヴィス『マイルストーンズ』録音、モード手法でハード・バップを脱する 

◎アート・ブレイキーとジャズ・メッセンジャーズ、『モーニン』を録音、ファンキー・ジャズ時代 

◯日劇でウエスタン・カーニバル

1958 
（昭和 33） 
 
 
21歳

・京都外国語大学英文科卒業 
・中島雅楽之都の正派道場に寄宿、生涯の師、唯是震
一、中島靖子との交流が始まる
・10月にパリ・ユネスコ本部主催世界民族音楽祭に尺
八日本代表として唯是震一らと参加、「みだれ」演奏、
この音楽祭でインドのシタール奏者ラヴィ・シャンカー
ルの演奏を聴いて感動
・その後、約２ヵ月間イギリスおよび中近東イスラエル
各地に巡演、プロ演奏家になることを決意 

「子供の夢」

◎マイルス・デイヴィス、『カインド・オブ・ブルー』録音、モードによるアドリブを完成 

◎オーネット・コールマン、『ジャズ来るべきもの』録音、フリー・ジャズの到来 

◎デイヴ・ブルーベック・カルテット、『タイム・アウト』録音、「テイク・ファイヴ」大ヒット 

◎ジョン・コルトレーン、『ジャイアント・ステップス』録音、マイルス・デイヴィスのグループから離れ
る 

◎アート・ブレイキー、『危険な関係』録音 

○トニー・スコット来日 

◯三保敬太郎、前田憲男、山屋清アレンジャー３人の会が活躍、彼らのコンサートが芸術祭奨励賞を
受賞

1959（昭和 34） 
22歳

・正派音楽院に第１期生として入学、楽理科に籍を置き、
箏演奏法・理論と作曲の勉強に専念する。平井康三郎、
岸辺成雄、吉川英史に教えを受ける
・NHKで「松虫」（唯是震一作曲）を初演、中島靖子
（筝）、松尾恵子（三弦）、杵屋喜三郎（唄）
・NHKの番組「今年のホープ」に沢井忠夫と出演、そ
の時の「春の海」が初共演。その後、共にアメリカ駐
留軍クラブなどまわる
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◎エリック・ドルフィー、レコード・デビュー 

◎マックス・ローチ、『ウィ・インシスト』録音 

◎チャールズ・ミンガス、『プレゼンツ・ミンガス』録音 

◎ジョン・コルトレーン、カルテットを結成、『マイ・フェイヴァリット・シングス』録音、独自のモード
手法完成 

◎オーネット・コールマン『フリー・ジャズ』録音、コールマンのカルテットとエリック・ドルフィー・
カルテットの集団即興演奏 

◎マル・ウォルドロン、ビリー・ホリデイヘの追悼盤『レフト・アローン』録音、超ロング・セラー 

◎キャノンボール・アダレイ、『ジス・ヒア』ヒット 

◯アメリカのモダン・ジャズ LPが日本で大量発売

1960（昭和 35） 
23歳 

・４月 10日　第１回山本邦山尺八リサイタルを大津市
滋賀会館大ホールにて行う。「協奏曲第三番」（唯是震
一作曲）を初演
・十二音技法で書かれた超難曲「無伴奏尺八組曲第二
番」（唯是震一作曲）を録音

◎ウォルター・ビショップ・Jr.、『スピーク・ロウ』録音 

◎ウィントン・ケリー、『枯葉』録音 

◎カウント・ベイシーとデューク・エリントンのバンドが『ファースト・タイム』で初共演レコーディング 

◎エリック・ドルフィー、ブッカー・リトルやマル・ウォルドロンらと“ファイヴ・スポット”に出演、実況盤『ア
ット・ザ・ファイヴ・スポットvol.１～２』録音 

◎ジョン・コルトレーン・カルテット、エリック・ドルフィーと『ライブ・アット・ザ・ヴィレッジ・ヴァ
ンガード』録音 

◎アーチー・シェップ、レコード・デビュー、ニュー・ジャズの夜明け　　　　 

○アート・ブレイキーとジャズ・メッセンジャーズ初来日、ファンキー・ジャズ旋風 

○MJQ初来日、モダン・ジャズ・ブーム

1961 
（昭和 36） 
24歳

・市ヶ谷の洞雲寺に稽古場を開く（文化人濱部壽次に
境内の自宅を提供してもらう） 
・正派音楽院にて卒業論文、都山流本曲「岩清水」の
分析をする。

●インプロヴィゼーション『Musuc for zen meditation』を録音、1964年にヴァーヴよりリリース。
共演はトニー・スコット、唯是震一 

◎スタン・ゲッツ、チャーリー・バードら『ジャズ・サンバ』録音、ボサ・ノヴァ・ブーム 

◎ハービー・ハンコック、『テイキン・オフ』録音、｢ウォーターメロン・マン」大ヒット 

◎コールマン・ホーキンス、“ヴィレッジ・ヴァンガード”で『ジェリコの戦い』ライヴ録音 

◎ジョン・コルトレーン、エリック・ドルフィー、『バードランドのコルトレーンとドルフィー』録音 

◎アルバート・アイラー、レコード・デビュー 

○渡辺貞夫バークリー留学のため渡米（65年まで） 

1962 
（昭和 37） 
 
 
25歳

・正派音楽院楽理科卒業 
・東京新聞社主催・邦楽コンクール作曲部門「竹」第
１位（初演者：青木静夫、荒木古童）
・NHK優秀賞、日本三曲協会賞 受賞 

「尺八二重奏曲　竹」 
「静寂の一日」 
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邦山
語録

◎ケニー・バレル、『ミッドナイト・ブルー』録音 

◎『ゲッツ／ジルべルト』録音 

◎リー・モーガン、自作の『ザ・サイドワインダー』録音、60年代ブルー・ノート最大ヒット 

◎マイルス・デイヴィス、新クインテットを結成、ハービー・ハンコック、ロン・カーター、トニー・ウ
ィリアムスら参加 

◎奴隷解放 100年祭、黒人運動が盛んとなる 

1963 
（昭和 38） 
 
 
26歳

・喜代恵夫人と結婚（小金井に転居） 
・長男、英則 誕生

「尺八四重奏曲」 
「尺八二重奏曲第二番」

◎マイルス・デイヴィス、リンカーン・センター・フィルハーモニック・ホールで『マイ・ファニー・ヴ
ァレンタイン』をライヴ録音、同時に『フォア・アンド・モア』も録音 

◎ジミー・スミス、『ザ・キャット』録音、オルガンのイメージ一変 

◎エリック・ドルフィー、『ラスト・デイト』録音、「ユー・ドント・ノウ・ホワット・ラブ・イズ」のフルート・
ソロを残して、ベルリンで客死（36歳） 
◎アルバート・アイラー、ESPレコードに『スピリチュアル・ユニティ』録音、フリー・フォームの即
興演奏 

◎セシル・テイラー、アーチー・シェップら“ジャズの 10月革命 ”コンサートでフリー・ジャズを推進、
“ジャズ・コンポーザーズ・ギルド”結成 

○マイルス・デイヴィス、ワールド・ジャズ・フェスティヴァル出演で初来日

1964 
（昭和 39） 
 
 
27歳

「尺八三部合奏曲　扇」

◎ハービー・ハンコック、『処女航海』録音 

◎ラムゼイ・ルイス、『ジ・イン・クラウド』録音、ジャズ史上、空前のヒット 
1965（昭和 40）28歳 ・民族音楽の会結成、沢井忠夫、青木鈴慕、高野和之、

杵屋栄三郎、伊藤松博、現代邦楽の夜明けを迎える
「箏・十七絃による小組
曲」 

●『Musuc for zen meditation』を愛聴していたヘレン・メリルに誘われ『ヘレン・メリル フォークを歌う』
（キング）の録音に参加、プロデューサーは久保田二郎、その後、数ヵ所でジョイント・リサイタル 

●緑魔子主演の青春映画『非行少女ヨーコ』のサントラ（音楽：八木正生）に数曲参加、演奏メンバ
ーは八木正生、渡辺貞夫、日野皓正、原田政長、富樫雅彦
◎ザ・ジャズ・クルセイダーズ『ライブ・アット・ザ・ニューポート・アンド・パシフィック・ジャズ・
フェスティヴァル』録音 

◎ハービー・ハンコック、映画『欲望』（ミケランジェロ・アントニオーニ監督）の音楽担当 

◎ソニー・ロリンズ、映画『アルフィー』の音楽担当 

◎オーネット・コールマン、セシル・テイラーらブルーノートと契約、ニュー・ジャズ一般化　　　　
○ジョン・コルトレーン来日

1966 
（昭和 41） 
29歳

・尺八「三本会」結成、青木鈴慕、横山勝也
・NHK「現代の日本音楽」で「尺八と弦楽器、打楽器
のための燎」（広瀬量平作曲）録音、この時、東京ヴ
ィバルディ合奏団の指揮者、早川正昭を紹介される

「不音」 
「壱越」（初演以来、唯是
震一、沢井忠夫、野阪恵
子、宮下伸等と300回
以上の演奏） 
「寿」 
「尺八独奏曲　雪音」
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邦山
語録

●『ヘレン・メリル フォークを歌う』を聴いていた原信夫に誘われ、ニューポート・ジャズ・フェスティ
ヴァルに参加、日本民謡などを前田憲男、山屋清らのアレンジで演奏、本多俊夫同行、このときバーク
リー留学中の佐藤允彦は舞台袖で演奏を聴いていた。ちなみに、この年の出演者は、ライオネル・ハン
プトン、ミルト・ジャクソン、ビリー・テイラー、マイルス・デイヴィス、カウント・ベイシー、セロニアス・
モンク、ハービー・マン、ディジー・ガレスピー、マックス・ローチ、デイヴ・ブルーベック、バディ・
リッチ、ニーナ・シモン、サラ・ボーン等、錚々たるメンバー 

●フェスティヴァル後、ボストン、サンフランシスコ、ロサンゼルス、ホノルル各地を巡演 

●『ニューポートのシャープス・アンド・フラッツ』、コロムビアよりリリース 

●「ニューポート・ジャズ・フェスティヴァル出演帰国リサイタル」（新宿厚生年金大ホール）に出演。
共演は渡辺貞夫カルテット、日野皓正カルテット、ヘレン・メリル、弘田三枝子 

●原信夫とシャープス＆フラッツと全国 78カ所を公演 

◎ジョン・コルトレーン死去（40歳） 
◎アーチー・シェップ、コルトレーン追悼『ワン・フォー・ザ・トレーン』録音、両面１曲 

◎ニューロック台頭 

◎イージー・リスニング・ジャズ隆盛

1967 
（昭和42）
 
 

30歳

・次男、修也 誕生 
・広瀬量平と出会う

「ショート・ピース」（日
本楽器と打楽器のため
の） 
「三本の尺八のための生
地」 
「竹の調べ」

●『日本のニュージャズ』、コロムビアよりリリース。共演は原信夫とシャープス＆フラッツ 

●『全日本ジャズ・フェスティバル '68』開催、後にコロムビアよりライヴ盤リリース 

●『筝、尺八、ビッグ・バンドによるスタンダード・ボッサ』をキングよりリリース。共演は宮間利之と
ニュー・ハード・オーケストラ 、横山勝也 、沢井忠夫 

●『山本邦山／尺八とボサ・ノヴァ（ボサ・ノヴァ日本民謡集１集、２集）』をテイチクよりリリース。
共演は沢田駿吾クインテット（沢田駿吾、徳山陽、村岡建、池田芳夫、日野元彦、西川喬昭） 
◎モダン・ジャズとニュー・ロックが結びつき、エレクトリック・ジャズが盛んに 

◎マイルス・デイヴィス、『マイルス・イン・ザ・スカイ』録音 

◎キース・ジャレット・トリオ、『サムホエア・ビフォー』ライヴ録音 

◎フィル・ウッズ、『ユーロピアン・リズム・マシーン』録音 

◯日本のジャズ、かつてない人気

1968 
（昭和 43） 
 
 
31歳

「尺八独奏曲　雁」 
「長管尺八のための楽章」 
「スペース・アンナウン」 
「落葉の夕」
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邦山
語録

●『ニュー・ディメンション・オブ・バンブーフルート』をCBS・ソニーよりリリース。共演は 原信夫
とシャープス＆フラッツ、佐藤允彦、前田憲男 

●『尺八：イージー・リスニング』をテイチクよりリリース。共演は前田憲男、中牟礼貞則、滝本達郎、
猪俣猛、瀬上養之助 

●『尺八によるスタンダード・ナンバー／ハーレム・ノクターン』をテイチクよりリリース 

●『ハーレムノクターン　尺八ムード・デラックス』をビクターよりリリース。共演は宮田耕八朗とデュ
オ 

◎アート・アンサンブル・オブ・シカゴ『苦悩の人々』をパリで録音 

◎マイルス・デイヴィス『ビッチェズ・ブリュー』録音、エレクトロニクスとロック・ビートを導入し、
70年代のジャズの方向性を示唆 

◎ BYGレコード（フランス）、ニュー・ジャズの大量録音開始、“アクチュエル・シリーズ ”として発表 

◎ ECMレコード発足

1969 
（昭和 44） 
 
 
32歳

・尺八「三本会」 広瀬量平作品集『尺八 1969』をク
ラウンよりリリース（芸術祭優秀賞） 
・三男、昌之 誕生 
・名盤『春の海／琴名曲集』をRCAよりリリース。共
演は沢井忠夫、沢井一恵
・『琴　セバスチャン・バッハ』をRCAよりリリース。
共演は沢井忠夫、沢井一恵、中牟礼貞則、滝本達郎、
猪俣猛、前田憲男
・12月 11日 第２回尺八リサイタルで「尺八独奏曲　
随想」（唯是震一作曲）初演、「アキ～二つの尺八のた
めの～」（広瀬量平作曲）初演、尺八・筝二重奏曲「糸・

「合奏組曲　日本の旋律」 
「尺八四重奏曲第二番　
彩画」 
「尺八四重奏のための練
習曲」

●名盤『銀界』を日本フォノグラムよりリリース。共演はゲイリー・ピーコック、菊地雅章、村上寛 

●「JAZZ for shakuhachi」（杉並公会堂）に松本英彦、沢田駿吾クインテットとともに出演 

●スイング・ジャーナル・ジャズ・ワークショップ、未踏空間＝ニュージャズと前衛邦楽の接点（銀座
ヤマハホール）に出演。共演は佐藤允彦、豊住芳三郎 

◎チャーリー・ヘイデン、スペイン人民戦争などが題材の『リべレイション・ミュージック・オーケストラ』
をカーラ・ブレイのアレンジで録音 

◎ルイ・アームストロング、生誕 70年記念アルバム録音

1970 
（昭和 45） 
 
 
33歳

・早川正昭作曲「レクイエム・シャンティーン」を東京
ヴィバルディ合奏団と初演、ドイツ、ベルギー、イタリ
ア各地 23ヵ所で公演、尺八独奏曲「一定」（杵屋正
邦作曲）初演
・『琴　セバスチャン・バッハ 第２集』をRCAよりリリ
ース。共演は沢井忠夫、沢井一恵、中牟礼貞則、滝
本達郎、猪俣猛、前田憲男

「二本の尺八のための冥
加」 
「尺八独奏曲 雲居調」 
「尺八のための練習曲Ⅰ～
Ⅹ」

●芝浦工業大学・軽音楽部主催「オール・アバウト・シャープス・アンド・フラッツ」コンサート（東
京サンケイホール）に出演 

●スイング・ジャーナル・ジャズ・ワークショップ、即興と衝突（銀座ヤマハホール）でゲイリー・ピ
ーコック、菊地雅章、村上寛とともに『銀界』を再演 

●『ビューティフル・バンブー・フルート』を日本フォノグラムよりリリース。共演は原信夫とシャープス＆
フラッツ、アレンジは佐藤允彦、小川俊彦、前田憲男 

◎ウェイン・ショーター、ジョー・ザビヌルら、ウェザー・リポートを結成、『ウェザー・リポート』録音、
クロスオーバーのきっかけ 

◎マハビシュヌ・オーケストラなどロック＆ジャズのバンド誕生 

◎ニューポート・ジャズ・フェスティヴァル、暴動騒ぎで中止 

1971 
（昭和 46） 
 
 
34歳

・『都山流尺八本曲大成』（LP15枚、全 59曲収録）
の録音に参加 
・７月 10日　第３回尺八リサイタルで「レクイエム・シ
ャンティーン」を東京ヴィバルディ合奏団と再演 
・長女、啓代 誕生

「尺八二重奏曲第三番　
対動」 
「序」 
「交響的三章　釈迦」

● kanno et satto（銀座ヤマハホール）に出演。共演は高柳昌行、菅野光亮、森剣治 

◎チック・コリア、クロスオーバー・サウンドの口火を切った『リターン・トゥ・フォーエヴァー』録音 

◎ニューポート・ジャズ・フェスティヴァルの舞台、ニューヨークに移る 

◎ニュー・ソウル台頭 

 

1972 
（昭和 47） 
 
 
35歳

・『五線譜による尺八教則本』出版、付属レコードの監
修・解説・ナレーションを平野健次、筝を藤井久仁江
が担当 
・11月７日　第４回尺八リサイタルで「緩急」（山本邦
山作曲）、「蒼茫」（牧野由多可作曲）、「詩曲二番」（松
村禎三作曲）を初演、芸術祭優秀賞
・日本ビクター RCAレコード奨励賞

「二管の譜」 
「甲乙（かんおつ）」 
「三本の尺八のための緩
急」 
「冬鳥」
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●『JAZZ ROCK 琴／日本の民謡』をRCAよりリリース。共演は沢井忠夫、沢井一恵、前田憲男 

◎キース・ジャレット、３枚組『ソロ・コンサート』録音、ソロ・ピアノ・ブーム 

◎パブロ・レーべル発足、カウント・べイシー、デューク・エリントンらのレコーディング活発 

◎コンコード・レーベル発足、ウエスト・コーストの白人ジャズメンを中心に録音 

◎ハービー・ハンコック、『ヘッド・ハンターズ』録音、爆発的ヒット、クロスオーバー・ミュージック
路線確立

1973 
（昭和 48） 
 
 
36歳

・広瀬量平作品による第５回尺八リサイタル（11月７
日）、芸術祭優秀賞、「彩～尺八・チェロ・打楽器の
ための～」「鶴林～尺八独奏のための」「ヴィバルタ～
尺八・チェロ・児童合唱・打楽器群のための～」を初
演。プログラム１曲目の「アキ～二つの尺八のための
～」の第二尺八パートは山本邦山が予め録音しておい
て、舞台上で競演した。 
・東京ヴィバルディ合奏団と再度イギリス、西ドイツ、
ベルギー、イタリア等 18ヵ所公演 
・『尺八でつづる荒野の用心棒 マカロニウェスタン傑作
集』をRCAよりリリース。共演は前田憲男とオールス
ターズ

「三巴」

●山本邦山の演奏会を聴きに行ったジャズ・フルート奏者クリス・ヒンゼが楽屋を訪れた際、意気投合
し邦山の提案で『去来』『怪顛　琴と尺八とジャズ・フルートの出会い』を録音。CBS･ソニーよりリリ
ース 

●『小諸馬子唄』をRCAよりリリース。共演は見砂直照と東京キューバン・ボーイズ 

◎秋吉敏子＝ルイ・タバキン・ビッグ・バンド、『ロング・イエロー・ロード』録音 

◎MJQ解散、『ラスト・コンサート』ライヴ録音、MJQジャズ集大成 

◎チェット・ベイカー、『枯葉』録音 

1974 
（昭和 49） 
 
 
37歳

・11月 20日　レコード 100枚突破記念 第６回尺八リ
サイタルで「尺八とフルートのための阿吽十文字」（藤
井凡大作曲）初演

「長管尺八と魚板のため
の　静寂」 
「上無」 
「子供のための尺八練習
曲」

●『竹の組曲』をRCAよりリリース。共演は前田憲男、荒川康男、猪俣猛 

◎キース・ジャレット、『ケルン・コンサート』ライヴ録音、曲名なしの即興ピアノ・ソロ 

◎ ジム・ホール、ホアキン・ロドリーゴの「アランフェス協奏曲」をジャズ化、録音。ドン・セベスキ
ー編曲 

◎ザナドゥ・レーベル発足、ビ・バップ期の大物たちがレコーディング

1975 
（昭和 50） 
 
 
38歳

・『竹／山本邦山尺八作品集』（２枚組）をビクターよ
りリリース 
・昭和 49年度芸術選奨文部大臣賞、審査員は、吉川
英史、平野健次
・ソウル、アスパック音楽祭参加（外務省派遣） 
・韓国各大学で音楽交流 
・４月 17日　第７回尺八リサイタル 
・11月４日　山本邦山 + 邦山会演奏会　（第８回尺八
リサイタル） 
・『野仏のつぶやき』をソニーよりリリース　菅野光亮
・『天為／山本邦山尺八作品集』（２枚組）をビクター
よりリリース 

「菊の賀」 
「尺八独奏曲 天為」 
「陰陽句」 
「二管の譜 Ⅱ」 
「木居鳥」　　　　　　
　　　　　　　　　「二
本の尺八と打楽器・声に
よる韻（ひびき）」 
「太鼓」 
「津和野」 
「冬鳥」
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邦山
語録

◎ジョージ・ベンソン、『ブリージン』録音、大ヒット 

◎マッコイ・タイナー『フライ・ウィズ・ザ・ウィンド』録音 

◎ニューポート・ジャズ・フェスティヴァルで、ハービー・ハンコック、ウェイン・ショーター、ロン・
カーター、トニー・ウィリアムス、フレディ・ハバードが最強クインテットVSOP結成、ライヴ盤『VSOP』
録音 

 

1976 
（昭和 51） 
 
 
39歳

・第１回滋賀県文化奨励賞 
・東京フィルハーモニー交響楽団とNHK委嘱、広瀬
量平作曲『尺八と管弦楽のための協奏曲」共演録音、
尾高賞、初演指揮者荒谷俊治
・『韻（ひびき）／山本邦山尺八作品集』（２枚組）を
ビクターよりリリース 
・練馬区富士見台に転居 
・11月４日　山本邦山 尺八 即興リサイタル（第９回
尺八リサイタル）　出演：前田憲男、荒川康男、猪俣猛、
沢井忠夫

「雪三景 

「相生の詩」 
「長管尺八のための『息』」 
「尺八二重奏曲第四番」 
「絃のしらべ」 
「仁王伽藍」 
「尺八と打楽器のための
『コンポジション』」 
「無窮（むぐう）」 
「尺八独奏曲 飛雲」 
「竹の四季より　秋」

●フジテレビ「夜のヒットスタジオ」で、矢野顕子と山本邦山・石垣征山・川村泰山・酒井帥山・難
波邦政とのジョイントにより「達者でナ～五木の子守唄」を演奏。日本民間放送連盟賞（テレビ娯楽
番組部門）優秀賞 

◎ギル・エヴァンス、『プリースティス』録音 

○ハービー・ハンコックの VSOPクインテット、全米ツアーを行うとともに７月初開催のライブ・アンダ
ー・ザ・スカイ出演で来日、日本のジャズ・フェスティヴァル・ブーム 

1977 
（昭和 52） 
 
 
40歳

・東京芸術大学非常勤講師に就任 
・NHK委嘱「二本の尺八と合唱のための韻」芸術祭
優秀賞 
・東京ヴィバルディ合奏団と３回目のヨーロッパ公演 
・NHK交響楽団定期公演で尾高賞作品「尺八協奏曲」
６回共演、岩城宏之指揮、札幌交響楽団とも共演
・11月 21日　滋賀県芸術祭公演 尺八リサイタル

「晩夏」 
「尺八・筝 二重奏曲第二
番 瑞星」 
「竹の四季より　春」 
「尺八と十七絃のための
二章 紫苑」 
「現代鈴慕」 
 

●沢井忠夫・山本邦山コンサートにて二人で初めて即興演奏を披露 

●インドのシタール奏者ラヴィ・シャンカールと共演、『アジアの出逢い』を録音、「六段の主題による即興」
などを収録。監修は小泉文夫 

●天台声明と共演、『山本邦山・聲明に挑む！』をキングよりリリース 

◎『チック・コリア～ハービー・ハンコック』デュオ・ライヴ録音 

○渡辺貞夫、『カリフォルニア・シャワー』録音、大ヒット 

1978 
（昭和 53） 
 
 
41歳

・ヴァイオリニストのアイザック・スターンと『日本の
調べ』を録音 
・『BAMBOO BEATLES』をCBS･ソニーよりリリース。
早川正昭編曲、指揮、東京ヴィヴァルディ合奏団
・第 10回邦山会演奏会（青山 草月ホール） 

「春さやか」 
「旅ゆく者よ」 
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邦山
語録

●ラヴィ・シャンカールと競演演奏会（虎ノ門ホール） 
○ VSOPクインテット『ライブ・アンダー・ザ・スカイ』田園コロシアムで録音 

1979 
（昭和 54） 
 
 
42歳

．NHK委嘱「現代鈴慕」（山口五郎との合作）で芸
術祭優秀賞 
・10月 16日　第 10回尺八リサイタル（中央会館ホ
ール）、自作「三籟」をフルート奏者ジャン・ピエール・
ランパルと共演
・映画『悪魔が来りて笛を吹く』の音楽を今井裕（元
サディスティック・ミカ・バンド）と担当、フルート奏
者は植村泰一、自らもフルートを吹く。製作：角川春樹、
監督：斎藤光正、主演：西田敏行 
・NHK「減点パパ」出演（司会：三波伸介） 
・邦山会会報『竹の四季』創刊 
・都山流より楽士号授与 
・尺八 1979　結成

「三籟（SANRAI）」 
「尺八とピアノのための掛
合と融合」（国立劇場委
嘱、インプロヴィゼーショ
ン。ピアノ佐藤允彦）

●インプロヴィゼーション『邦山、フリーゼン＋ 1』を日本フォノグラムよりリリース。共演はデヴィッド・
フリーゼン、佐藤允彦 

●『無限の譜』を日本フォノグラムよりリリース。共演は佐藤允彦、富樫雅彦 

●『山本邦山と四人の鳥』をユピテルレコードよりリリース。共演は荒川康男、中牟礼貞則、野田燎、
山本邦山 

●ドナウエッシンゲン・ジャズ・フェスティヴァル（ドイツ）に佐藤允彦、富樫雅彦と参加 

● NHKテレビ「日本の響」（共演はラヴィ・シャンカール） 
◎ウィントン・マルサリス、アート・ブレイキー＆ジャズ・メッセンジャーズに参加 

1980 
（昭和 55） 
 
 
43歳 

・初の作品集『山本邦山作品集成』をビクターよりリリ
ース（全５枚）、解説：上参郷祐康、岸辺成雄
・日本フィルハーモニー交響楽団と「レクイエム・シャ
ンティーン」を渡辺暁雄指揮にて共演
・角川映画『魔界転生』の音楽担当、監督：深作欣二、
主演：千葉真一、沢田研二、横笛演奏は、赤尾三千
子

「尺八二重奏曲第五番　
掛合」 
「涼」 
「砂丘」 
「氷彩」 
「旅懐」 

●『The Shakuhachi』をビクターよりリリース。共演は北島修、栗林稔、中牟礼貞則、伊藤昌明、石松元、
尺八 1979 

●富樫雅彦『Three Masters』（日本フォノグラム）に参加。共演は佐藤允彦 

◎マイルス・デイヴィス、６年ぶりカムバック、『ザ・マン・ウィズ・ザ・ホーン』録音。来日 

◎パット・メセニー、『オフランプ』録音 

◎ウィントン・マルサリス、ハービー・ハンコック・カルテットでデビュー、『マルサリスの肖像』録音 

○MJQ再結成、日本で再編コンサート

1981 
（昭和 56） 
 
 
44歳

・NHK交響楽団と新春コンサート、森正指揮　
・『尺八ヒット演歌 20選』リリース

「安土」

●ヘレン・メリル『Affinity』（テイチク）に参加 

◎ケニー・ドリュー、『ザ・ララバイ』録音、べストセラー 

◎ジェイムズ・ブラッド・ウルマーなどのニューウェイヴ・ジャズ注目

1982 
（昭和 57） 
45歳

・『山本邦山　古典名曲全集』（５枚組）をキングよりリ
リース 
・昭和 57年度都山流都山章 
・ドイツ、ドナウエシンゲン世界現代音楽祭に参加 
・タイ国際親善のため、バンコクAUAホールにて自作
「秋」を演奏

「湖都」 
「五輪」 
「今晩かぎり月が　方言
組詩」 
「枯山水」
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邦山
語録

◎キース・ジャレット・トリオ（ゲーリー・ピーコック、ジャック・ディジョネット）、『スタンダーズ vol.

１～２』録音 

○よみうりランドEASTオープン、セレクト・ライブ・アンダー・ザ・スカイ開催、日本を代表するジャ
ズ・イべントに 

1983（昭和 58） 
46歳

・大阪フィルハーモニー交響楽団、名古屋フィルハー
モニー交響楽団と「尺八協奏曲」を共演 
・台北市芸術節において「合奏曲・太鼓」を発表 
・山本邦山リサイタル（渋谷ジァンジァン）

「箏二重奏のための『嬉
遊曲』」 
「峠花」 
「竹の群像

●『ブレス』をコロムビアよりリリース。共演は富樫雅彦、山下洋輔 

●ドイツ、マインツでの現代音楽祭と、バーデン /バーデンのジャズ・フェスティヴァル（世界民族音
楽競演）に参加、自作「風」発表、このとき、ジャズ・ピアニスト、ヴァイブ奏者のカール・ベルガー
と出会う 

◎ウィントン・マルサリス、『スターダスト』録音 

◎マンハッタン・ジャズ・クインテット結成 

1984 
（昭和 59） 
 
 
47歳 

・南西ドイツ放送（SWF）ホールにて広瀬量平作品を
チェンバーオーケストラと録音 
・北ドイツ放送協会（NDR）「山本邦山・竹のしらべ」
を制作 
・NHK交響楽団（外山雄三指揮）とゆうぽうと簡易保
険ホールにて「尺八協奏曲」を共演 
・開軒 30周年記念 第 15回邦山会演奏会（朝日生命
ホール）

「風」 
「竹の四季より　夏」 
「巨濤」

●ベルリン、ウィーン等８ヵ所にて山下洋輔と尺八・ピアノ・デュオコンサート 

●山下洋輔とのドイツ・ツアー（ミュンヘン）のライヴ盤『BOLERO／ YOSUKE YAMASHITA & 

HOZAN YAMAMOTO』をエンヤよりリリース、日本未発売 

●『アゲイン・アンド・アゲイン』をビクターよりリリース。共演はカール・ベルガー、池田芳夫、渡
辺毅 

◎キース・ジャレット・トリオ、『星影のステラ』録音 

◎ブルーノート・レーベル再発足

1985 
（昭和 60） 
 
 
48歳 
 

・ソウル、シェラトンアートセンターにて尺八リサイタル
開催 
・角川映画『オイディプスの刃』の音楽を担当、監督：
成島東一郎、主演：古尾谷雅人 
・日本テレビ「三枝の爆笑夫婦」出演（司会：桂三枝） 
・『日本現代音楽の夕べ　～ 1984年 4月 6日NHK交
響楽団特別演奏会ライブ～』をCBS･ソニーよりリリ
ース 
・上月晃、山本邦山ジョイントリサイタル（渋谷ジァン
ジァン） 
・日韓親善演奏会に参加 

「竹響三昧」

●『シルキー・アドベンチャー』をポリドールよりリリース。共演は佐藤允彦 

●『SHAKUHACHI/HOZAN YAMAMOTO vs. FOUR MEN』をコロムビアよりリリース。共演は佐
藤允彦、池田芳夫、沢井忠夫、堅田啓輝 

●アメリカ・カナダツアー（８ヵ所） を佐藤允彦、藤井久仁江とともに行う 

◎マイルス・デイヴィス、南アフリカのツツ司教がテーマの『TUTU』リリース 

1986 
（昭和 61） 
 
 
49歳 

・東宝、山本富士子公演『お与津御寮人』邦楽担当 
・TBSドラマ『はらはらと雪月花』の音楽を担当 
・角川映画『オイディプスの刃』サントラ盤、リリース 
・11月12日　第11回尺八リサイタル（芝ABCホール） 

「風雅Ⅰ」 
「はらはらと雪月花」 
「紅葉の舞」 
「段物と春陽」 
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●シルキー・アドベンチャー '87ツアー（大阪、岡山、和歌山、鹿児島）を佐藤允彦、カール・ハンス・
ベルガー、渡辺雅介とともに行う 

●山本邦山＋池田芳夫デュオ・コンサート

1987 
（昭和 62） 
50歳 

・『宙 CHU-山本邦山尺八 2001』コロムビア　昭和
61年度文化庁芸術作品賞 
・第２回レクチャー・サロンコンサート（邦山会連続
12回コンサート）ゲスト：広瀬量平
・パイプオルガン奏者、酒井多賀志と共演

「尺八四重奏曲第三番　
衆籟」

●オセアニア・ツアー（オーストラリア、ニュージーランド８ヵ所）を佐藤允彦、宮下伸とともに行う 

●第４回レクチャー・サロンコンサート（邦山会連続 12回コンサート）ゲスト：山下洋輔
1988 
（昭和 63） 
51歳 

・外務省広報部海外向け制作「現代の顔 山本邦山」
映画コンクール審査員特別賞 
・都山流功労章 
・台北市芸術節に参加

「竹の四季より　冬」 
「湖の幻想 

「尺八二重奏曲第六番　
虹」 
「ゆずり木」 

1989 
（平成 01） 
52歳 

・「唯是震一作品による」レクチャーサロンコンサート 
・開軒 35周年記念演奏会（都市センターホール）

「曙光」

1990（平成 02） 
53歳 

・平成元年度第 11回松尾芸能賞 
・パイプオルガン奏者、酒井多賀志と共演

●佐藤允彦 /Mind Up Super Band『インプレッション・オブ・彦根』（ビクター）に参加。共演は佐藤允彦、
坂井紅介、岡田佳太、中川昌三、中本マリ

1991 
（平成 03） 
 
 
54歳 

・尺八「三本会」モービル音楽賞 
・ミュージック・フロム・ジャパン招聘、ワシントン、ニ
ューヨークにて沢井忠夫とリサイタル開催
・山本邦山、沢井忠夫　初のジョイントコンサートを行
う（津田ホール） 
・日本三曲協会理事

「信楽絵巻」

●『化転～打・管・絃』をソニーよりリリース。共演は藤舎呂悦、本條秀太郎、佐藤允彦 1992（平成 04） 
55歳

・ニューヨーク、ロサンゼルス、シカゴ、シアトル、ホ
ノルル等６ヵ所で公演

「冴ふり」

●「山本邦山 八千代座センセイションライブ HOGAKU JAZZ、第２部 JAZZ」。共演は 佐藤允彦、渡
辺雅介、坂井紅介 

●東西アジア音楽祭（パリ）にヘレン・メリル、ゲイリー・ピーコック、佐藤允彦と参加

1993 
（平成 05）56歳 

・「山本邦山 八千代座センセイションライブ HOGAKU 
JAZZ 第１部 邦楽」 沢井忠夫

「空木（うつぎ）」 
「尺八二重奏曲第七番　
双宴」（国立劇場委嘱） 
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邦山
語録

●フランス、アジア・西洋芸術祭にヘレン・メリル、ゲイリー・ピーコック、佐藤允彦と参加 

●ウィーン、クンストハーレ・クレムス・コンサートホールでの音楽祭に参加。パイプオルガン奏者、ボ
ルフガング・ミッテラーとライヴ録音

1994（平成 06） 
57歳 

・日本三曲協会常任理事に就任（～ 1997） 
 

「竹彩々」（日本三曲協会
委嘱）

●ウィーン、ロンドン、パリ、リール、ドイツの各地で公演 

ドイツ公演の企画、実施は副島輝人
1995（平成 07）58歳 ・『山本邦山作品集成』（８枚組）をビクターよりリリー

ス 
・オーストリア・チロルで CD録音 
・レコーディング作品 240枚突破（参加アルバム含む）

「尺八と打楽器による『輪
響』」（WAKYO）（文化
庁委嘱）

●『夢幻界～銀界Ⅱ』をキングよりリリース。共演はゲイリー・ピーコック　　● HELEN MERILL 

with FRIENDS（jazz night in YACHIYOZA）にヘレン・メリル、佐藤允彦、坂井紅介とともに出演 
1996 
（平成 08） 
 
 
59歳 

・国際音楽教育会議（オランダ、アムステルダム）に
て講演 
・広瀬量平オーケストラの夕べ（京都コンサートホール）
で京都市交響楽団と共演、司会は山川静夫 
・東京芸術大学客員教授就任 
・都山流創立百周年にあたり記念曲「創天」を作曲、
NHKホールでの記念演奏会で初演

「尺八二重奏曲第八番　
揺」 
「創天」

●ウィーンにてパイプオルガン、パリにてマリンバとデュオ、CD録音『遥かな地より』世界発売 

●コンサート・ライヴ録音 

●マドリードにてレコーディングした『Amigos』（京都レコード）を世界発売。共演はハビエル・パッ
サリーニョ、チャノ・ドミンゲス、ノノ・ガルシア 

1997 
（平成 09） 
 
 
60歳

・山本邦山尺八リサイタル、ファミリーコンサート97
開催 
・大津市特別文化賞 
・ソウル（国楽院）アジア・ミュージック祭に参加 
・パリ他４ヵ所でコンサート開催 
・ブルガリア国立文化ホールにてブルガリア大統領御前
演奏 
・古典教材ライブラリー全 88巻　録音スタート
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邦山
語録

●『THE LAKESIDE WIND』をBambooよりリリース。共演は佐藤允彦、坂井紅介、渡辺雅介 1998 
（平成 10）61歳

・山本邦山尺八リサイタル、ファミリーコンサートⅡ開
催 
・コロラド州ボルダー国際尺八フェスティヴァル '98に
特別ゲストとして参加 
・カーネギーホールにて第４回「日本の祭典」に特別
参加 
・中国音楽協会の招待により、日中文化交流協会の一
員として、北京、昆明、大里、上海を訪問、また各大
学を訪問

「かきつばた」

1999 
（平成 11） 
 
 
62歳 

・東京芸術大学教授に就任 
・ウクライナ芸術祭 1999に出演 
・中日民族音楽祭に中国民族楽団と共演 
・山本邦山尺八リサイタル・ファミリーコンサートⅡ

「合奏協奏曲　展唱」 
「合奏曲　こだま」 

2000 
（平成 12） 
 
 
63歳 

・日本三曲協会理事に就任 
・『尺八演奏論』出版 
・滋賀県文化賞 
・東京都交響楽団と「尺八協奏曲」共演

「余呉の曲」

2001 
（平成 13） 
64歳 

・東京都交響楽団と再度「尺八協奏曲」共演 
・「洋・邦楽器ふれあいコンサート」（オーケストラアン
サンブル金沢）

「玄謡」 
「雲井獅子幻想」



34 35

江
戸
時
代
、虚
無
僧
が
ま
わ
り
ま
す
ね
。（
中
略
）
譜
面
が
あ
っ
て
も
そ
の
譜
面
を
自
分
で
覚
え
て
、そ
し
て
自
分
の
も
の
に
し
ち
ゃ
う
と
、

あ
と
は
自
分
の
心
の
修
行
を
し
て
帰
っ
て
く
る
。
全
く
そ
の
譜
面
が
か
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
、
自
分
の
も
の
に
な
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
結
局
、
そ

の
中
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
全
く
離
れ
た
自
分
の
即
興
性
に
よ
る一つ
の
曲
が
で
き
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
。（「
音
楽
芸
術
」1
9
7
0
年
秋
）

邦山
語録

●WE3コンサートにゲスト出演。共演は 前田憲男、猪俣猛、荒川康男 2002 
（平成 14） 
 
 
65歳 

・人間国宝、同祝賀会（東京会館） 
・第九コンサートに出演（びわ湖ホール） 
・大阪フィルハーモニー交響楽団（秋山和慶指揮）
・「邦楽器＆オーケストラアンサンブル金沢ジョイントコ
ンサート」 
・（財）都山流尺八楽会専務理事（～現在） 

「遥かチロル」 
「宴の響」

●浜松 JAZZ公演。共演はヘレン・メリル、佐藤允彦トリオ 2003 
（平成 15） 
66歳 

・東京芸術大学音楽学部邦楽科主任 
・山本邦山ファミリーコンサート 
・第 24回 邦山会演奏会（紀尾井ホール）　山本真山
作曲「尺八協奏曲」初演

「能舞・尺八・打楽器に
よる『砧』」

●「時の響き～ JAZZ in 藝大」コンサート 2004 
（平成 16） 
 
 
67歳 

・紫綬褒章、同祝賀会（帝国ホテル） 
・（財）日本伝統文化振興財団　理事 
・「邦楽器＆オーケストラアンサンブル金沢ジョイントコ
ンサート」 
・山本邦山尺八合奏団発足（団長：山本邦山、副団長：
山本真山） 

「若狭紀行」

●東京藝術大学奏楽室 藝大 21時の響き「原信夫とシャープス＆フラッツ 昭和 Manto Vivo,ほか」に
出演。共演は羽田健太郎、藤本隆文 

●山本邦山 plays JAZZ 『The Park Side Wind』ライヴ。共演は佐藤允彦、坂井紅介、渡辺雅介 

●山本邦山＋山下洋輔 Duoコンサート（大津市民会館） 
●山本邦山、佐藤允彦、日野皓正 JAZZコンサート（オーチャードホール） 

2005 
（平成 17） 
 
 
68歳 

・「東京藝術大学退任記念演奏会」（奏楽堂）　芸大を
退任 
・東京芸術大学名誉教授称号を受ける 
・山本邦山尺八合奏団　第１回演奏会（紀尾井ホール）

「邦楽叙情詩『スサノヲ』
～天地創世～」 
「ほいとうの妻～山頭火た
れ山頭火～」
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邦山
語録

●八ヶ岳ジャズコンサート 

●『The Park Side Wind』をブライトワンよりリリース。共演は佐藤允彦、坂井紅介、渡辺雅介 

●『大吟醸』をBambooよりリリース。共演は高谷秀司、マサ大家

2006 
（平成 18） 
 
 
69歳 

・『山本邦山作品集成１～８』をビクターよりリリース 
・響ホール室内合奏団　第９回定期演奏会　松下功：
「風、そして竹の音に」尺八と弦楽のための　（委嘱初
演）指揮：澤和樹、響ホール室内合奏団
・「邦楽器＆オーケストラ・アンサンブル金沢ジョイント
コンサート」 
・山本邦山ファミリーコンサート 
・韓国ソウル公演

● JAZZ IN 藝大（東京藝術大学奏楽堂） 
●山本邦山＋佐藤允彦トリオ山形公演 

●ファミリ―コンサート＆ JAZZ公演（千葉大網総合文化会館）高谷秀司

2007 
（平成 19） 
 
 
70歳 

・日印芸術研究所主催イベント（上野の森美術館） 
・「邦楽器＆京胡オーケストラ・アンサンブル金沢ジョ
イントコンサート」 
・シンガポール、チャイニーズ・オーケストラと共演。
松下功作曲「二本の尺八とオーケストラのための≪天空
の舞≫」 
・山本邦山尺八合奏団　第２回演奏会（紀尾井ホール） 
・古希祝賀会 

「尺八と囃子のための双
之舞」

2008 
（平成 20） 
 
 
71歳 

・「KOTO AND 尺八 &和太鼓　DUO LIVE」（滋賀・
大津市民会館）で林英哲と共演
・「邦楽器＆オーケストラ・アンサンブル金沢ジョイント
コンサート」 
・創立 10周年記念 響ホール室内合奏団演奏会、松下
功作曲「天空の舞」（日本初演）
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邦山
語録

● CD10枚組『山本邦山 JAZZ BOX 1967-1986』をブルース・インターアクションズよりリリース 

●原信夫ファイナル・コンサートにゲスト出演（NHKホール） 
●山下洋輔 Duoコンサート

2009 
（平成 21） 
 
 
72歳 

・都山流永年継続開軒 55年表彰 
・自叙伝『山本邦山～人と竹～』３月出版 
・「アジの伝統 /アジアの現代」 第 31回 トーク&コン
サート 
・東京シティフィルハーモニック管弦楽団と、一柳慧作
曲「音に還る～尺八とオーケストラのための」共演 
・二代山本雅楽邦追悼演奏会（大津市民会館） 
・シンガポール公演


